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第一章では、ハプスブルク帝国の近代以前の流れとアウスグライ
ヒ体制における諸民族の統治、第一次世界大戦の勃発と大戦中の帝国、大戦後の帝国の崩壊について述べた。一八六七年以降のアウスグライヒ体制下 オーストリアでは諸民族の平等の権利が保障されたが、ハンガリーでは諸民族に対して抑圧政策がとられた。第一次世界大戦期にはハプスブルク帝国は様々な面でドイツに依存し、総力戦や長期 によって国内の食糧などの物資が不足したことで、人々の不満が高揚するとともに、帝国への失望が広がった。　
第二章では、チェコとスロヴァキアの歴史について述べた。チェ
コはハプスブルク帝国の一領邦とされたが、ビーラー・ホラの戦い後の貴族層の減少から、ハプスブルク家の絶対支配 中 組み込まれていった。スロヴァキアは長い間ハンガリー王国の一部として存在し、自治を得ることがなかっ 。 八四八年革命期にはナショナリズムが高揚するが、失敗に終わ た そして、両者 第一次世界大戦後に共同でチェコスロヴァキア共和国を建 した。　
第三章ではチェコとスロヴァキアの民族の形成、チェコスロヴァ
キアの独立について述べた。チェコでは独自の文化圏を証明するめ、国民劇場や国民祭典、国民的な英雄などといっ シンボ を提示し、チェコ文化を人々に広めようとした。スロヴァキアでは国制
上の権利主体であることを証明しようと、ハンガリー王国史やスラヴ性、 チェコ文化を引用したシンボルで人々の認知の拡大を図った。チェコとスロヴァキアの言語や文化の類似性、 小規模な民族性から、第一次世界大戦後に共同国家が形成された。　
本稿の結論として、四つの問いに対する考察を述べた。第一に、
アウスグライヒ体制下の諸民族の位置づけである。オーストリア側では民族平等が保障されたが、それは不十分なものであり、様 な危険性を持っていた。一方、ハンガリー側では支配下にあった諸民族は基本的に抑圧を受けた。第二に、第一次世界大戦がチェコスロヴァキアの独立 及ぼした影響についてである。大戦による不満や国外の独立運動、連合国の思惑によって、 人、スロヴァキア人の政治家や知識人はハプスブルク帝国の枠組みの中での自治獲得から帝国からの独立へと方針を転換していった。第三に、チェコとスロヴァキアの民族形成についてである。両者 はシンボルを提示し、民衆文化や宗教的要素、身近な他民族の文化を取り入れ 新聞の報道を利用したという共通点があった。第四に、民族は「つくられた」ものであるのか ことについてである。支配的民族へ対抗や曖昧な民族性の強化、民衆への啓蒙などのために、自民族の様々な要素や他民族の文化などを取り入れて民族が「つくられ 」 。そして、そ は西欧など 民族にも共通するも であった。
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